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南方上座部 における名色の解釈 について
―名と色の相互依存の比喩―

林 寺 正 俊

1.南 方 上座部 にお ける十二縁起解釈 の中で,名 色が異熟支分 とされなが らも実

際に は異熟 ・非 異熟 の両方 に解釈 され る とい う特色,及 びその教義学 的背景 につ

いてはすで に考察 したが1),本 稿 では,Visuddhimccggcc(略 号Vism.)や そ の注釈Para-

matthamanjusa-tika(略 号Pm―)に おいて縁起説 の名色 とは別 に説かれ てい る 「名 と

色 の相 互依 存関係」 に焦 点を当て,そ の解釈 について考察す る.

皿.名 と色の相互依存 関係 は,Vism.第18章 「見 清浄 の解説 」中 に説 かれて い

る.見 清浄 とい う名称 の由来 が 「我見 の汚 れを清浄 にす るか ら」 と注解 され る通

り2),本 章 は 「五取薙が ある時 にsatta,pugga1aと い う言語表現 が成 り立つだ けで

あ り,勝 義 として はただ名色 だ けが存す る」 とい う無 我説 を主題 とす る3).具 体 的

には,十 八界 ・十 二処 ・五薙 な どに基づ いて,あ るいは諸部 分か ら成 る車や家 な

どの比喩 に基づ いて,名 色 を分析 しsattaな どの実体 がない こ とを把捉す る.名 の

内容 は非色四緬 であ り,識 は心,受 想行 は心所 で あるか ら,名 全体 として は心的

な諸 要素 を意味 す る.名 と色 の相 互依存 が 「名色以外 に何 もない」 とい う本章 の

主題 を意味 してい るこ とは言 を待 た ないが,し か し,そ れだ けな らば敢 えて両者

の依存 関係 まで も説 く必要 はないだ ろ う.名 と色が相互 に依 存 し合 うと説 く背景

には,や は りそれ以上 の何 か別 の意義が あ るはずで ある.

皿.Visor-で は名 と色の相互依存 を説 く際 に五つ の比喩 が用 い られて いるが4),そ

れ らの検 討 を通 してその意義 を探 つて み よう.比 喩の 内容 は要約 して示す.

1.木 の操 り人形 は命 な く動 きを欠 くが,木 と紐 の結合 に よつて歩 いた り,立 っ

た り,動 きが あ り作 用が あ るようになる.名 と色 も同様 に,お 互 いが結合 す る こ

とに よって動 きが あ り作用 があ る5).(Vism.,pp.509―510).

こ こで は素材 として木が色 に,そ れ を動 かす紐が名 に喩 えられて い る.こ の比

喩 は,jivaを 欠 く名 色 において も特別 な縁 に よ り 「行 く」 な どとい う自己の行為

が成 立す るこ とを示す意義 があ る と注釈 され る6).

2.二 本 の藍 束が お互 いを依 り所 として立て られて い る時,一 方が他方 を支 える
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ものとなっており,一 方が倒れるならば他方 も倒れる.五 薙有における名色 も同

様であり,死 によって一方が倒れるな らぼ他方 も倒れる(Vism.,p.510).

名 と色が二本の藍束に喩えられているがz五 緬有 という言葉から明らかなよう

に,こ の関係 は色の存する欲有 ・色有に限られると示されている7).藍 束の比喩は

縁起説における識 と名色の相互依存を説 くSN.12-67『 藍東経』にも現れるが,そ

の注釈によると,識 と名色が力無 く力が弱いことを示すとい う8).この場合の盧束

は名 と色の相互依存を喩えているわけではないけれども,単 独では力が弱いと解

釈されている点で,以 下に見る4と5の 比喩の意義 と親近性が見 られる.

3.太 鼓 と音はお互いに混ざり合わないが,太 鼓に縁 って音が生ずるの と同 じよ

うに,心 基 ・認識の門(五 処)・ 所縁 という色に縁 つて触を第五 とする諸法(識 受

想思触)が,つ まり名が転起する(Vism.,p.510).

この比喩は 「色→名」 とい う一方的な関係を示 しているが,佐sm.著 述の際に

底本的に利用された 『解脱道論』では名色両者の離れない関係を意味するものと

解釈されている9).色 の中に外界の対象を含む点で他の比喩 とは異なつているが,

触を第五 とする諸法(名)の 依 り所 となる色が しぼしぼ注釈文献で業生身(karaja-

kaya)と 解釈される10)ことを勘案すると,心 基や五処 といつた身体に属する色の

方に重心が置かれていると見ることができる.

4.盲 人 と歩行不能者 はそれぞれ単独で移動できないが,盲 人が歩行不能者を背

負い,歩 行不能者が道を教えて,移 動可能 となる.同 じく名 と色 も単独では力が

弱 く行為に転起 しないが,お 互いを依 り所 として行為を行 う(Vism.,p.511).

盲人が色に,指 図する立場の歩行不能者が名 に当たる.Pm。 は 「お互いを依 り

所 とすることで名色に自己の行為が成立することも,単 独では能力がないことの

説明 と同じである」と注釈する11).この比喩は 『解脱道論』12)やAtthasalini13)にも

見 られ るが,い ずれも色 と非色(名)の 相互依存 を意味 している.な お,サ ーン

キヤ学派でpui-usaとprakrtiの 結合を説 く際にもこの比喩が用いられる14).

5.船 と乗組員がお互いを依 り所 として航海する(Vism.,P.511).

この場合,船 が色に,意 思をもつて船を導 く人々が名に喩えられるが,こ の比

喩は 「名色が[単 独では]自 在でないことを示す」 と解釈される15).

IV.以 上のように名 と色の相互依存の文脈における比喩はいずれも,心 的な要素

全体(名)と 主に身体(色)の 相互依存関係を喩えてお り,そ の意義も単に 「satta

な どが存在せず,た だ名色のみ」 という内容 を示すだけではな く,何 ら実体がな

くても名色両者により行為や動作が成 り立つこと,五 薙有における名色両者 は支
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え合って離れない関係にあること,さ らに各々が単独では力が弱 く,無 能であ り,

自在ではないことをも示す と解釈されているのである.精 神的な諸要素 と身体の

両者によつてあらゆる実際上の行為が成立す るとい う内容は,十 八界 ・十二処 ・

五薙や,部 分から成 る車の比喩などによって分析的に名色を把捉する仕方では決

して表すことができず,ま た しばしぼ問題 とされる縁起説中の識 と名色の相互依

存が意味する内容 とも異なっていると思われ,そ の点で名 と色の相互依存には独

特の意義が付与 されていると言えるだろう.

使用 Text Vism., ed. by Henry C. Warren, HOS. No. 41, rpt., Delhi, 1989. 

    Pm., ed. and rev. by Rewatadhamma, Varanasi, 1969-1972.

1)拙 稿 「Visuddhimaggaに お け る縁起 解 釈 の一 考 察 ― 特 に 異 熟 支 分 を め ぐる 問題― 」 『印

度 哲 学 仏 教 学 』第13号,1998,131-146頁 参 照 。2)Pm.,p.1397.3)Vism.p.5094)

これ ら の比 喩 はAbhidhammavataraに も見 られ る.Cf. Buddhadatta's Manuals, PTS, part.1,

pp.114-115.5)操 り人形 の 比 喩 は,注 釈 文 献 一 般 で 屈 伸 を説 明 す る際 に も用 い られ る.

そ の 内容 は,糸 を 引 っ張 る こ とで操 り人 形 の 手 足 が 遊 戯 す る如 く,内 部 に 屈 伸 を行 う我

(attan)が 無 くて も,心 作 用 と風 界 の 拡 大 に よ っ て屈 伸 で き る とい う もの で あ る.心 作 用

が 名,風 界 が色 に相 当 す るか ら,こ の場 合 も名 色 の相 互 依 存 を 意 味 して い る.CfDA.1,

p.197 ; MA, I, p.265 ; SA. III, p.194 ; VibhA., p.359. 6)Pm., p.1392. 7)『 倶 舎 論 』 定

品 で 「無 色 界 に も色 が あ る」 とい う反 論 者 との議 論 の文 脈 にお い て も藍 束 の比 喩 は現 れ る

が,そ こで も名 と色 が 二本 の 藍 束 に喩 え られ て い る.CfAKBh.,ed.byPradhan,1967,p.

434ff.な お,本 庄 良 文 「倶 舎 論 註 ウパ ー イ カ ー の伝 え る 『因 縁 相 応 』[1]― 藍 東 経― 」 『印

度 学 仏 教 学 研 究 』29-1,1982,400-407頁 参 照.8)5A.II,p.122.ち な み に,識 と名 色

の相 互 依 存 を説 く藍 束 の 比 喩 が ア ー ラ ヤ識 の存 在 論 証 に用 い られ る こ とに つ い て は,榎 本

文 雄 「『摂 大 乗 論 』 無 性 釈 に 引用 され る若 干 の経 文 を め ぐっ て― 「城 邑 経 」 の展 開 を 中 心

に-」 『仏 教 史 学 研 究 』24-2,1982,44-57頁 参 照.9)「 名 者 以 色 不 離.色 者 以 名 不 離.

如 鼓 聲 」 巻11,『 大 正 蔵 』32, 453下.10)Cf. DA. III, p.722 ; MA. I, p.276 ; ItA. II, p.

10 ; VibhA., p.265. 11)Pm., p.1394. 12)「 唯 依 名 色 生.依 色 名 生.如 盲 破 遠 行 」 巻

11,同,453下.13)Asl., PTS, pp.281-282.色 法 と非 色 法(名)の 結 合 に よ っ て あ らゆ る

行為が成立すると説かれる. 14) cc purusasya darsanartham kaivalyartham tatha pradhanasya

/ pangv-andha-vad ubhayor api samyogas tat-krtah sargah //" (Samkhyakarika 21) ;『金七十論』

巻上 「我求見三徳　 自性為独存　如跛盲人合　 由義生世間」『大正蔵』54,1250中.15)

Pm.,p.1399.
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